2010年夏（5月-6月-7月-8月）
ワシントンDCで開かれたAAO学会の際には、多くの友人や同僚に会うことができ、とても嬉しかったです。さらにJannaと私は、二人の孫たち（Chuckの息子のBlake、娘のKellyn）と充実した時間を持つ機会に恵まれました。素晴らしき街、ワシントンDCの名所をめぐりました。アメリカ合衆国への愛および／もしくは敬意を持つ人にとっては、その理由となるものが、この街にはたくさんあります。

今日の世界の混乱は、私たちの世界の将来に対する姿勢を消極的にしてしまうこともあります…ギリシアでのユーロ格下げやその他の要因は、私たちにはどうすることもできません…私たちは時に世界の将来について疑問を感じてしまいます。

私はよく孫たちの未来について考えます。私たちや子どもたちが恩恵を受けたと同様に、孫たちも恵まれるでしょうか？根っからの楽観主義者である私は、孫たちは私以上に多くの機会に恵まれると信じます。矯正界の現代技術の発展により、私たちは昔よりも良い治療を多くの患者さんに施せるようになるでしょう。笑顔をクリエイトするという役目を果たすことで…患者さんの人生や将来に対する姿勢を向上させるお手伝いができます。

将来について言えば…
2011年インターナショナルシンポジウム（イタリア・ローマにて、3月31日、4月1日、2日に開催）へのご参加を皆さんが計画してくださっているといいのですが。私はこれまでの講演で何度も、“すべての道はローマに通ず”という慣用句を引用してきました。
しかしこれまでは“ローマはどこ？？？”という質問が加わりました。

来年は、皆でそこに集まり、友情と知識の共有を祝いましょう！

本の最新情報：
AAO学会にてクインテッセンスと話し合いをし、2011年にイリノイ州シカゴで行われるAAO学会にて新刊本を発表することに決定しました。私たちのオフィスは、相変わらず「ロングタームな患者さん」を多く迎えており、Moodyが子ども世代の治療にあたっています。まちがいなく…「ロングタームな患者さん」はどんどん美しく／かっこよくなっています！！！

たぶん私たちが継続して議論してきた“ガイドライン”が結局は重要なのでしょう！
セルフライゲーション調査：

ここ数年間、セルフライゲーションブラケットの使用が取り上げられています。人気のピークは過ぎており、横ばい、あるいはわずかに減少していると聞いていました。私たちのテクニックの“信仰者”の一部が、効率性の目的からセルフライゲーションへと切り替えていることは明白です。

そこで質問です…
あなたはアレキサンダーセルフライゲーションブラケットの開発を達成すべきだと思われますか？

その場合、取り組むからには治療結果の質を損なわない設計になることは保証します。

人生は短い…楽しんで！

